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概要 
（100～150 字程度） 

本研究では、申請者が新たに発見または開発した、I 型 IFN 応答

を制御する薬剤の機構解明を通じ、I 型 IFN 応答の新しい制御機

構の解明を推進するとともに、薬剤開発に資するデータの取得を

推進した。その結果、新しい I 型 IFN 応答の制御機構を発見し、

論文として発表した。2026 年 2 月に北海道大学にて、対面で会議

を行った。 
研究目的 
（300 字程度） 

申請者は、I 型 IFN 応答を制御する機構の解明および薬剤の開

発を行ってきたが、近年の研究で、強力に cGAS-STING 経路を介

して I 型 IFN を誘導する一群の薬剤を同定した。これらの薬剤

の作用機序の解析から、I 型 IFN 応答の新しい制御機構の一端が

解明されつつある。 
本研究はすでに得られている予備的知見を補完しつつ、メカニズ

ムの解明を継続し、I 型 IFN 応答の新しい制御機構を解明し、感

染症予防薬やワクチン効果を増強する薬剤の開発を目指す。 
研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

 申請者はこれまで自然免疫応答を活性化して I 型 IFN を誘導す

る内在性の核酸の探索とその制御法の開発を行ってきた。最近、

IFN 誘導活性を有する独自化合物との類似性などの情報をもと

に、I 型 IFN 誘導活性を有する新たな化合物の探索を推進したと

ころ、cGAS-STING 経路を介して I 型 IFN を誘導する薬剤を同

定し、さらに I 型 IFN 応答を活性化する新しい機構を発見した。

本年度は、得られている予備的知見を補完しつつ、メカニズムの

解明をさらに推進し、新たな生命現象として、ヌクレオサイトー

シスを発見、論文として発表した。 
昨年度までの検討で、I 型 IFN を誘導する薬剤について、cGAS-

STING 経路を活性化することが分かっていたが、本年度の検討

で、これらの薬剤が eat me signal の核内蓄積を伴う細胞死を誘



導することが分かった。さらに、その死細胞に対して、近隣の免

疫細胞が取りつき、核へ突起を伸ばし、核酸を抽出することを見

出した。また、核酸抽出後に、cxGAS-STING 経路を介して、強

力に I 型 IFN を誘導することを明らかにした。この死細胞核から

核酸を抜き取る現象をヌクレオサイトーシスと名付け、報告した。 
2026 年 2 月に北海道大学にて、対面で会議を行い、特にヌクレ

オサイトーシスによる新たな I 型 IFN 誘導機構について議論を行

った。また、メールでの情報交換を行った。Web 会議については

行っていない。 
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